
第 ５８号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｒ ２ ． １ １ ． １ ４

令
和
２
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

修
親
会
・
曹
友
会
合
同
で
博
物
館
を
清
掃

茨
城
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式

齋藤さん

菅沼さん

澤山さん

土田さん

篠崎さん

山中さん

10
月
２
日
、
茨
城

県
自
衛
隊
殉
職
隊
員

追
悼
行
事
が
勝
田
駐

屯
地
で
行
わ
れ
た
。

公
務
に
よ
っ
て
殉

職
さ
れ
た
隊
員
を
追

悼
し
、
遺
族
に
対
し

哀
悼
の
意
を
表
す
る

た
め
の
行
事
で
、
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
規
模
縮

小
の
た
め
、
例
年
と

は
違
い
古
河
駐
屯
地

隊
員
の
参
列
は
な
か

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
駐
屯
地
の
隊

務
運
営
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
意
見
・
要

望
な
ど
を
述
べ
て
く
れ
る
方
の
こ
と
で
、

駐
屯
地
周
辺
に
居
住
す
る
方
の
中
か
ら
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

殉職隊員59柱を追悼した

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
を
招
待

９
月
９
日
、
令
和
元
年
度
及
び
令
和
２

年
度
の
古
河
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
を
招
待
し
、

駐
屯
地
内
の
紹
介
を
行
っ
た
。

自
衛
隊
を
紹
介
す
る
機
会
が
今
年
度
初

と
な
っ
た
今
回
は
、
第
１
０
１
施
設
器
材

隊
架
橋
中
隊
に
よ
る
92
式
浮
橋
橋
節
へ
ん

水
及
び
第
３
３
７
高
射
中
隊
に
よ
る
03
式

中
距
離
地
対
空
誘
導
弾
発
射
装
置
の
姿
勢

変
換
の
見
学
を
行
い
、
駐
屯
地
所
在
の
施

設
科
及
び
高
射
特
科
部
隊
に
つ
い
て
の
理

解
推
進
を
図
っ
た
。

駐
屯
地
司
令
感
謝
状
贈
呈
式
を
実
施

９
月
10
日
、
古
河
駐
屯
地
及
び
第
１
施
設
団
へ
の
協
力
に
関
し
て
功

績
が
著
し
い
個
人
５
名
及
び
１
団
体
に
対
し
、
日
頃
の
感
謝
と
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
功
績
を
称
え
る
た
め
、
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

古
河
駐
屯
地
後
援
会

長
塚
孝
之

氏
、
隊
友
会
古
河
支
部

関
口
正
義

氏
、
古
河
補
給
処
Ｏ
Ｂ
会

仲
田
穂
波

氏
、
元
清
水
理
容
所
店
員

高
松

洋
子

氏
、
高
塚
運
送
株
式
会
社
に
対
し
て
駐
屯
地
司
令
か
ら
の
感
謝
状

を
、
宇
都
宮
施
設
Ｏ
Ｂ
会

渡
邊
明

氏
に
対
し
て
第
１
施
設
団
長
か
ら

の
感
謝
状
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
た
。

式
で
は
、
司
令
が
受
賞
者
一
人
一
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
と
と
も

に
「
平
素
か
ら
の
駐
屯
地
と
施
設
団
隷
下
を
含
む
部
隊
等
へ
の
継
続
し

た
ご
協
力
と
ご
支
援
に
対
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
（
要
旨
）
」
と
謝

辞
を
述
べ
、
受
賞
者
の
部
隊
及
び
駐
屯
地
へ
の
貢
献
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
伝
え
た
。

集草作業

っ
た
が
、
駐
屯
地
司

令
の
代
理
と
し
て
第

１
施
設
団
副
団
長
が

参
加
、
駐
屯
地
隊
員

を
代
表
し
て
哀
悼
の

意
を
表
し
た
。

後援会 長塚 氏

隊友会 関口 氏

補給処ＯＢ会 仲田 氏

元清水理容所 高松 氏

高塚運送㈱

宇都宮施設ＯＢ会 渡邊 氏

市
職
員
や
、
近
隣
自

治
会
の
方
も
参
加
し

た
。駐

屯
地
か
ら
は
両

会
の
会
員
39
名
が
参

加
し
、
開
館
以
来
30

年
間
ほ
と
ん
ど
手
を

付
け
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
ト
ラ
ッ
ク
８

台
分
の
雑
木
の
伐
採
、

除
草
・
集
草
等
の
作

業
を
行
っ
た
。

今
後
も
こ
の
活
動

は
継
続
さ
れ
る
の
で
、

引
き
続
き
参
加
を
予

定
し
て
い
る
。

11
月
７
日
、
修
親
会
・
曹
友
会
合
同
で
古
河
歴
史
博
物

館
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
同
所
が
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

機
に
古
河
市
が
「
古
河
歴
史
博
物
館
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
秋
」
と
銘
打
ち
計
画
し
た
も
の
で
、
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９月、３８名の隊員が各部
隊等へ配置されました。皆さ
ん、温かく見守って下さい。

新配置隊員の紹介

令和２年１ １月 １ ４日

こ
の
「
は
も
ト
ピ
」
は
、
駐
屯
地
や
地
域
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

を
幅
広
く
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

定
年
退
官
予
定
者
の
紹
介

業務隊
内田曹長

１月２７日付

支 処
野代２尉

１月３０日付

永年の勤務、お疲れ
さまでした。

団 付
永瀬１士

団 付
天野１士

団 付
原２士

１０１施器
奥山１士

１０１施器
佐藤２士

１０１施器
辻２士

１０１施器
鈴江１士

１０１施器
白井１士

１０１施器
福田１士

１０１施器
筒井２士

１０１施器
朝比奈１士

１０１施器
瀧澤１士

１０１施器
片根１士

１０１施器
古澤２士

１０１施器
大栗２士

１０１施器
黒木１士

ダ車中
大坪１士

ダ車中
大川１士

ダ車中
山口１士

ダ車中
鬼澤２士

ダ車中
川田２士

ダ車中
佐藤２士

ダ車中
清水２士

ダ車中
吉岡２士

ダ車中
髙橋２士

ダ車中
渡邊２士

支 処
小沼１士

支 処
小林１士

施直支大
齋藤２士

高射中
小暮１士

高射中
高星１士

高射中
若目田１士

高射中
安孫子２士

高射中
佐藤２士

高射中
中村２士

会計隊
森田２士

会計隊
山田２士

今
回
は
、
市
の
最
北
端
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ほ
と
り
に
あ
る

「
お
雀
神
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
神
社
は
約
千
百
年
前
に
出
雲
大
社
か
ら
勧
請
し
た
も
の

と
言
わ
れ
、
古
河
公
方
足
利
成
氏
を
始
め
、
歴
代
の
古
河
城
主

が
厚
く
尊
崇
し
「
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
・
武
運
長
久
」
を
祈

願
し
て
き
ま
し
た
。

名
前
の
由
来
で
す
が
、
昔
こ
の
辺
り
を
「
雀
が
原
」
と
い
っ

た
か
ら
と
も
、
「
国
鎮
め
の
神
」
と
い
っ
た
の
が
訛
っ
て
「
す

ず
め
」
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
の
祭
礼
に
は
今

も
悪
疫
退
散
の
た
め
の
「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
が
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

お
正
月
に
お
参
り
す
る
部
隊
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
参

拝
の
際
は
、
神
社
の
入
口
に
あ
る
ご
神
木
の
大
欅
を
見
た
り
、

歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

(

詳
し
く
は
、
古
河
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照)

１０１施器
石田２士
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見送られる前隊長大塚３佐

２．５型ＬＰ構築

ＭＳＲ維持・補修新戦力６名

鉄塔上での昇任者申告

各部隊等の活動紹介

野外行動訓練

令和２年１ １月 １ ４日

第
３
０
１
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
９
月
25
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で

の
間
、
令
和
２
年
度
第
１
次
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

本
検
閲
で
は
、
平
素
に
お
け
る
作
戦
準
備
、
不
法
行
動
対
処
と

し
て
、
宇
都
宮
駐
屯
地
内
に
お
い
て
重
要
施
設
の
防
護
警
備
、
武

力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
と
し
て
、
相
馬
原
演
習
場
内
に
お
い
て

方
面
後
方
地
域
に
お
け
る
陣
地
構
築
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｒ
（
補
給
幹
線
）

維
持
補
修
の
施
設
支
援
を
実
施
し
た
。

陣
地
構
築
で
は
弾
薬
中
隊
の
指
揮
所
を
構
築
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
維
持

補
修
で
は
、
観
測
台
及
び
取
付
道
の
構
築
を
実
施
し
、
運
土
回
数

５
０
１
回
、
運
搬
量
３
６
０
０
㎥
を
運
搬
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。

大塚３佐要望のポーズで思い出の１枚

真美３佐着任式

第
３
４
１
会
計
隊
は
令
和
２

年
度
前
期
の
定
期
異
動
で
、
真

見
３
佐
を
第
32
代
会
計
隊
長
と

し
て
迎
え
た
。

隊
長
は
着
任
式
に
お
い
て

「
前
進
・
思
い
や
り
」
の
２
点

を
要
望
し
た
。

引
き
続
き
会
計
隊
は
、
真
見

３
佐
を
核
心
と
し
て
、
要
望
事

項
を
胸
に
任
務
に
ま
い
進
し
て

い
く
。

第
１
０
１
施
設
器
材
隊
は
９
月
25
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の

間
、
習
志
野
演
習
場
、
鬼
怒
川
河
川
敷
、
宮
城
県
の
北
上
川
及

び
相
馬
原
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
第
１
次
団
訓
練
検

閲
を
受
閲
し
た
。
検
閲
間
、
隊
長
は
「
任
務
必
遂
」
を
要
望
し
、

全
隊
員
は
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
訓
練
検
閲
に
臨
ん
だ
。

当
初
、
習
志
野
演
習
場
に
お
い
て
航
空
自
衛
隊
と
協
同
し
て

航
空
自
衛
隊
基
地
内
の
重
要
施
設
の
防
護
及
び
警
備
の
任
務
に

あ
た
り
、
鬼
怒
川
河
川
敷
で
は
国
民
保
護
等
派
遣
命
令
が
発
出

さ
れ
た
と
い
う
想
定
の
下
、
近
隣
住
民
の
避
難
・
誘
導
を
目
的

と
し
て
、
架
橋
中
隊
が
５
舟
５
導
板
に
よ
る
軽
門
橋
及
び
92
式

浮
橋
を
構
築
し
、
民
間
等
の
車
両
を
通
過
さ
せ
た
。

続
く
、
武
力
攻
撃
予
測
事
態
へ
の
認
定
以
降
と
い
う
想
定
で

は
、
隊
主
力
は
相
馬
原
演
習
場
に
前
進
し
て
集
結
地
を
占
領
、

特
殊
器
材
中
隊
は
飛
行
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
の
任
務

を
遂
行
し
た
。
架
橋
中
隊
は
当
初
、
北
上
川
で
の
応
急
架
設
命

令
に
対
し
、
施
設
教
導
隊
及
び
第
１
０
４
施
設
器
材
隊
架
橋
中

隊
と
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
橋
長
約
２
３
０
ｍ
に
及
ぶ
応
急
橋

梁
を
92
式
浮
橋
24
台
を
使
用
し
て
迅
速
に
架
設
、
じ
後
、
相
馬

原
演
習
場
に
転
進
し
て
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
を
構
築
、
そ
れ
ぞ
れ

を
示
さ
れ
た
期
間
内
に
終
了
さ
せ
た
。

長
期
間
の
検
閲
で
は
あ
っ
た
が
、
隊
員
一
人
一
人
が
克
己
・

協
力
し
あ
い
、
全
て
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

検問所において警戒にあたる隊員

飛行場のAs舗装工事

９２式浮橋を渡る１６式機動戦闘車

軽門橋の構築

第
３
２
０
基
地
通
信
中
隊
古

河
派
遣
隊
は
、
10
月
12
日
か
ら

18
日
ま
で
の
間
、
令
和
２
年
度

方
面
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

昨
年
度
か
ら
の
集
大
成
で

あ
っ
た
本
訓
練
で
は
、
基
地
通

信
所
の
維
持
・
運
営
、
他
部
隊

に
対
す
る
通
信
回
線
の
提
供
、

通
信
所
周
り
の
警
備
・
不
審
者

対
応
・
自
衛
警
戒
戦
闘
・
救
急

法
等
、
実
際
の
状
況
を
想
定
し

た
「
敵
を
意
識
し
た
行
動
」
を

行
っ
た
。

臨時回線の開設依頼を受け、電話機
の点検を行う中川１士

第
３
３
７
高
射
中
隊
は
９
月

19
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
第
１
回

中
隊
野
外
行
動
訓
練
を
実
施
し

た
。訓

練
期
間
中
、
当
初
２
日
間

に
わ
た
り
機
能
別
訓
練
を
行
い

隊
員
の
基
礎
動
作
を
、
５
日
間

に
わ
た
り
一
連
の
状
況
下
に
お

け
る
訓
練
を
行
い
、
部
隊
の
基

本
的
行
動
を
演
練
し
た
。
中
隊

は
11
月
の
検
閲
に
向
け
て
、
さ

ら
に
練
成
を
重
ね
て
い
く
。

９
月
14
日
、
新
た
な
若
い

力
が
加
わ
っ
た
。
今
年
度
の

新
配
置
隊
員
は
６
名
で
、
皆

元
気
良
く
挨
拶
を
す
る
笑
顔

の
素
晴
ら
し
い
隊
員
ば
か
り

だ
。
本
人
た
ち
は
「
一
日
一

日
を
無
駄
に
過
ご
す
こ
と
な

く
毎
日
し
っ
か
り
と
訓
練
を

し
、
中
隊
の
即
戦
力
に
な
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
て
い
た
。

こ
の
元
気
溢
れ
る
新
た
な

風
が
、
中
隊
の
良
い
刺
激
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

昇
任
す
る
柳
１
士

の
「
上
を
目
指
し
て

い
る
の
で
通
信
鉄
塔

で
申
告
し
た
い
」
と

の
要
望
を
聞
き
入
れ
、

９
月
１
日
付
昇
任
者

申
告
行
事
を
鉄
塔
上

で
実
施
し
た
。
柳
１

士
は
恐
る
恐
る
登
っ

て
行
っ
た
が
、
胸
を

張
り
元
気
よ
く
陸
士

長
へ
の
申
告
を
行
っ

た
。
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敵方を警戒する隊員

偽装網競技会閉会式での表彰

２Ｇｐ走者

各部隊等の活動紹介

令和２年１ １月 １ ４日

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
７
月
21
日
、
駐
屯
地
内
に
お
い
て

油
流
出
を
想
定
し
た
不
測
事
態
対
処
訓
練
を
実
施
し
、
油
流

出
時
の
対
処
要
領
に
つ
い
て
演
練
す
る
と
と
も
に
対
処
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。

訓
練
に
際
し
、
駐
屯
地
所
在
各
部
隊
に
対
し
て
油
流
出
時

の
対
処
要
領
の
教
育
を
実
施
し
て
、
報
告
要
領
及
び
適
切
な

対
処
要
領
に
つ
い
て
普
及
・
徹
底
を
図
っ
た
。

９
月
９
日
及
び
11
日
に
は
第
１
回
体
力
検
定
を
実
施
し
て
、

所
属
隊
員
の
練
度
を
評
価
・
判
定
し
た
。
30
度
を
超
え
る
猛

暑
の
中
で
の
実
施
で
あ
っ
た
が
受
検
者
23
名
全
員
が
合
格
し

た
。ま

た
、
２
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、
駐
屯
地

外
柵
補
修
、
１
０
２
Ｄ
Ｓ
整
備
工
場
床
補
修
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
外
来

歩
道
屋
根
整
備
、
受
水
槽
清
掃
、
消
防
設
備
点
検
、
汚
水
流

量
計
取
替
等
計
42
件
の
整
備
を
実
施
し
、
勤
務
・
生
活
環
境

の
不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。

油流出防止作業駐屯地外柵補修

体力検定貯水槽清掃作業

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
９
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
間
、

今
年
度
２
回
目
と
な
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
訓
練
を
実
施
し
た
。

古
河
駐
屯
地
及
び
古
河
市
内
に
お
い
て
実
施
し
た
本
訓
練

は
、
陸
曹
の
実
員
指
揮
・
指
導
能
力
並
び
に
陸
士
の
戦
闘
基

礎
動
作
の
練
度
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
併
せ
て
訓
練
の

一
部
に
偽
装
網
競
技
会
を
取
り
入
れ
て
行
っ
た
。
一
連
の
訓

練
で
、
技
能
の
習
得
・
向
上
及
び
分
隊
間
で
の
団
結
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
得
た
も
の
を
３
回
目
と
な
る
次
回

の
訓
練
に
生
か
し
、
更
な
る
向
上
を
目
指
す
。

ま
た
、
９
月
29
日
に
は
、
令
和
２
年
度
支
処
持
続
走
競
技

会
を
実
施
し
た
。

各
人
は
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
、
個
人
走
と
な
る
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
力
走
し
た
。

各
課
・
工
場
対
抗
の
部
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
輸
送
課

が
優
勝
、
第
２
位
保
管
分
類
課
、
第
３
位
整
備
工
場
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
関
東
補
給
処
持
続
走

競
技
会
に
向
け
、
各
人
が
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

優
勝
を
目
標
に
練
成
を
続
け
て
い
く
。

第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
９
月
14
日
、
15
日

の
両
日
で
、
令
和
２
年
度
大
隊
持
続
走
競
技
会
を
実
施

し
た
。

競
技
会
で
は
、
６
コ
中
隊
が
各
中
隊
一
丸
と
な
っ
て

全
員
走
の
部
及
び
駅
伝
の
部
で
１
位
を
競
い
合
い
、
部

隊
の
団
結
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。全

員
走
の
部
第
１
位
を
本
部
付
隊
（
古
河
）
が
、
駅

伝
の
部
及
び
総
合
の
部
第
１
位
を
第
２
直
接
支
援
隊

（
宇
都
宮
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

ま
た
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
17
日
ま
で
の
間
、
後
方

支
援
隊
の
部
隊
格
闘
指
導
官
養
成
対
象
者
６
名
に
対
し
、

特
級
練
度
を
基
準
と
し
た
練
成
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
第
１
直
接
支
援
中
隊
長
を
訓
練
隊
長
、

各
部
隊
か
ら
上
級
格
闘
指
導
官
２
名
及
び
部
隊
格
闘
指

導
官
６
名
を
助
教
と
し
て
召
集
し
、
被
教
育
者
に
対
し

て
教
育
技
術
の
練
度
向
上
を
図
り
、
12
月
に
実
施
さ
れ

る
方
面
部
隊
格
闘
指
導
官
養
成
教
育
の
参
加
に
万
全
を

期
し
た
。

全員走の部 助教による展示

訓練風景駅伝の部


